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【
新
指
名
常
任
理
事
】

▽
鳥
取
県
・
松
本
昭
夫
北
栄
町

長▽
徳
島
県
・
野
崎
國
勝
阿
波
市

長▽
特
別
会
員
・
増
永
修
平
鹿
島

道
路
㈱
代
表
取
締
役
社
長

▽
特
別
会
員
・
岩
田
裕
美
㈱
Ｎ

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
代
表
取
締
役
社
長

▽
特
別
会
員
・
山
口
宣
男
日
本

道
路
㈱
代
表
取
締
役
社
長

▽
特
別
会
員
・
國
澤
典
生(

一

社)

日
本
道
路
建
設
業
協
会
常

務
理
事

〈
敬
称
略
〉

道
路
㈱
代
表
取
締
役
社
長

▽
特
別
会
員
・
岩
田
裕
美
㈱
Ｎ

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
代
表
取
締
役
社
長

▽
特
別
会
員
・
山
口
宣
男
日
本

道
路
㈱
代
表
取
締
役
社
長

▽
特
別
会
員
・
國
澤
典
生(

一

社)

日
本
道
路
建
設
業
協
会
常

務
理
事

▽
特
別
会
員
・
新
谷
章
東
亜
道

路
工
業
㈱
代
表
取
締
役
社
長

▽
特
別
会
員
・
西
田
義
則
大
成

ロ
テ
ッ
ク
㈱
代
表
取
締
役
社
長

【
新
選
出
理
事
】

▽
愛
知
県
名
古
屋
市
・
山
口
清

明
名
古
屋
市
議
会
議
員

▽
京
都
府
・
佐
々
木
稔
納
南
丹

市
長

▽
鳥
取
県
・
松
本
昭
夫
北
栄
町

長▽
徳
島
県
・
野
崎
國
勝
阿
波
市

長▽
川
崎
市
・
村
松
久(
一
社)
川

崎
建
設
業
協
会
会
長

▽
特
別
会
員
・
増
永
修
平
鹿
島

て
は
、
尾
道
、
呉
、
宮
島
を
視

察
い
た
だ
く
と
聞
い
て
お
り
ま

す
が
、
瀬
戸
内
の
島
々
が
多
島

美
や
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

尾
道
独
特
の
景
観
等
、
広
島
の

魅
力
の
一
端
に
触
れ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

な
価
値
を
生
み
出
す
道
路
に
変

わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

本
日
の
大
会
終
了
後
、
中
国

地
方
各
県
の
道
路
視
察
に
多
く

の
方
が
参
加
さ
れ
る
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
。
本
県
に
お
き
ま
し

い
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
の
道
路
の
役

割
と
し
て
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
よ
り
観
光
客
数
の
増
加
等
、

地
域
と
地
域
だ
け
で
な
く
、
地

域
と
世
界
を
結
ん
で
人
々
が
行

き
交
い
、
触
れ
合
う
、
交
流
人

口
の
増
大
と
い
う
新
た
な
価
値

の
創
出
を
促
す
基
盤
と
し
て
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
る
こ
と
ろ
で

あ
り
、
道
路
整
備
は
こ
れ
ま
で

以
上
に
大
き
な
価
値
を
生
み
出

す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
様
に
道
路
の
価
値
は
、

時
代
と
と
も
に
変
遷
す
る
中
で

今
後
は
、
例
え
ば
歩
行
者
や
自

転
車
交
通
等
の
多
様
な
利
用
者

が
共
存
で
き
る
と
い
う
使
う
観

点
に
重
点
を
お
い
た
道
路
整
備

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
依

然
と
し
て
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン

ク
と
言
わ
れ
る
未
整
備
部
分
や

渋
滞
等
が
存
在
し
、
道
路
の
機

能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
な

い
箇
所
も
多
い
の
も
事
実
で
あ

り
、
住
民
の
安
全
・
安
心
の
確

保
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
広
域

的
な
交
流
・
連
携
を
図
る
た
め

に
も
こ
れ
ら
の
解
消
を
含
め
、

更
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

を
図
り
、
時
代
と
と
も
に
多
様

く
敬
意
と
感
謝
を
表

し
ま
す
。

ま
た
、
本
年
４
月

に
発
生
し
ま
し
た
平

成
28
年
熊
本
地
震
や

８
月
に
北
海
道
・
東

北
地
方
を
襲
っ
た
台

風
に
よ
り
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
々
に
心
か

ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
こ
れ
ま
で
の
道
路
は

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
急
速

な
高
ま
り
に
対
応
し
、
順
次
道

路
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中

で
、
地
域
間
の
交
通
利
便
性
を

改
善
す
る
こ
と
で
産
業
振
興

等
、
地
域
の
発
展
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
都
市
部
と
農
村

部
等
の
道
路
整
備
に
よ
っ
て
地

域
と
地
域
が
繋
が
る
中
で
、
地

域
間
の
時
間
・
距
離
の
短
縮
化

は
一
方
で
は
ス
ト
ロ
ー
現
象
と

い
う
言
葉
も
あ
る
よ
う
に
、
農

村
部
の
人
口
減
少
、
過
疎
化
へ

の
懸
念
を
指
摘
す
る
声
も
ご
ざ

全
国
道
路
利
用
者
会
議
第
66

回
全
国
大
会
が
古
賀
会
長
を
は

じ
め
、
全
国
か
ら
道
路
整
備
の

促
進
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
多
く
の
皆
様
を
お
迎
え

し
、
本
県
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
す
こ
と
を
地
元
県
議
会
を
代

表
し
て
心
よ
り
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
歓
迎
を
申

し
上
げ
ま
す
。

全
国
道
路
利
用
者
会
議
の
皆

様
を
は
じ
め
、
国
土
交
通
省
並

び
に
各
高
速
道
路
株
式
会
社
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

頃
よ
り
道
路
整
備
を
通
じ
た
国

民
生
活
の
向
上
に
多
大
な
る
ご

尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
深

ん
。
道
路
網
の
整
備
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
加
え
て
、
高
速
道

路
や
主
要
な
幹
線
道
路
で
の
ト

ラ
ッ
ク
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
と
い
っ
た
施
設
の
充
実
も
、

ま
た
重
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た

道
路
の
計
画
・
整
備
に
つ
い
て

も
是
非
、
ご
配
慮
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
道
路
関
係
予

算
の
概
算
要
求
で
は
、
「
被
災

地
の
復
旧
・
復
興
」
、
「
国
民

の
安
全
・
安
心
の
確
保
」
、

「
生
産
性
向
上
に
よ
る
成
長
力

の
強
化
」
、
「
地
域
の
活
性
化

と
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
」
の

４
分
野
が
重
点
化
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
地
域
の
発
展
の
た
め
に

は
、
い
ず
れ
も
重
要
な
視
点
で

あ
り
ま
す
。
道
路
関
係
予
算

は
、
当
初
予
算
ベ
ー
ス
で
は
横

ば
い
で
推
移
す
る
な
ど
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
私
ど
も
も
、
道
路
整
備

に
対
す
る
要
望
の
実
現
に
向

け
、
財
源
の
確
保
の
た
め
に
皆

様
と
協
力
し
て
訴
え
続
け
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
国
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
道
路
予
算
の
一
層
の
拡

充
に
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上
を
も
っ
て
、
私
の
意
見

発
表
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

加
え
て
、
県
南
を
東
西
に
結

ぶ
国
道
２
号
の
玉
島
笠
岡
道
路

や
倉
敷
立
体
の
４
車
線
化
、
岡

山
環
状
道
路
等
、
ど
れ
も
完
成

を
熱
望
す
る
道
路
で
あ
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
整
備
に
尽
力

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。広

域
交
通
網
の
整
備
に
よ
る

効
果
を
よ
り
実
効
あ
る
も
の
と

す
る
た
め
に
は
、
メ
リ
ハ
リ
を

利
か
せ
な
が
ら
、
一
般
道
路
の

整
備
も
並
行
し
て
行
う
必
要
が

あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
県
内
で
は
、
朝
夕
を
中
心

に
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
接

続
す
る
一
般
道
路
や
国
道
２
号

バ
イ
パ
ス
等
で
渋
滞
が
常
態
化

し
、
企
業
活
動
を
進
め
る
上
で

も
無
視
で
き
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
最
近
、
岡
山
県
は
、
穏

や
か
な
気
候
や
地
震
や
大
雨
の

災
害
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で

評
価
を
い
た
だ
く
機
会
も
増
え

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
県
外
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
や
県
内
の
往
来

が
不
便
な
ま
ま
だ
と
、
せ
っ
か

く
の
評
価
も
、
企
業
の
誘
致
や

移
住
、
観
光
客
の
増
加
等
、
地

域
の
発
展
に
結
び
つ
か
な
い
の

で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
お
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
私
ど
も
物
流
業
の

経
営
者
は
、
従
業
員
の
労
働
環

境
を
守
り
、
安
全
を
確
保
し
な

が
ら
、
効
率
的
に
業
務
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

く
、
実
際
、
岡
山
米
子
線
で
は

３
名
が
死
亡
す
る
正
面
衝
突
事

故
も
起
き
て
お
り
ま
す
ま
た


事
故
に
伴
う
通
行
止
め
や
、
対

面
通
行
部
に
お
け
る
速
度
規
制

は
、
高
速
道
路
の
機
能
発
揮
の

妨
げ
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

岡
山
米
子
線
の
２
車
線
区
間

に
つ
い
て
は
、
先
日
、
国
土
交

通
省
か
ら
付
加
車
線
設
置
の
検

証
路
線
と
し
て
選
定
さ
れ
、
設

置
区
間
も
発
表
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
全
線
４
車
線
化
に
弾

み
が
つ
く
も
の
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
が
、
高
速
道
路
と
し
て

安
全
性
や
機
能
性
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
よ
う
、
全
線
４
車
線

化
の
１
日
も
早
い
実
現
を
強
く

要
望
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

高
速
道
路
と
一
体
と
な
り
、

地
域
の
交
流
・
連
携
を
強
化

し
、
空
港
・
港
湾
等
へ
の
ア
ク

セ
ス
の
向
上
に
寄
与
す
る
地
域

高
規
格
道
路
の
整
備
促
進
も
、

切
に
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
県
内
を
南
北
に
結
ぶ
美
作

岡
山
道
路
は
、
県
内
の
環
状
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
重
要

な
路
線
で
あ
り
、
本
年
３
月
に

中
国
道
に
接
続
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
工
事
中
の
区
間
の

早
期
供
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
山
陽
道
へ
の
接
続
に
向

け
、
未
着
手
の
区
間
に
つ
い
て

も
早
期
に
工
事
着
手
で
き
る
よ

う
、
国
の
皆
様
に
も
応
援
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

務
効
率
や
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
の
た
め
に
、
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
あ
り
ま
す
。

中
国
地
区
に
お
い
て
は
、
山

陰
道
に
今
な
お
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ

ン
ク
が
残
る
な
ど
、
広
域
交
通

網
の
整
備
は
、
ま
だ
ま
だ
道
半

ば
の
状
況
で
す
。
私
ど
も
は
、

人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
伴
う

労
働
者
の
減
少
に
対
応
し
て
い

く
た
め
、
輸
送
効
率
を
高
め
、

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
な
ど
、

経
営
努
力
を
重
ね
て
お
り
ま
す

が
、
地
域
産
業
の
発
展
と
地
域

経
済
の
活
性
化
の
た
め
に
も
、

高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早

期
整
備
や
渋
滞
対
策
等
、
道
路

の
整
備
を
確
実
に
進
め
て
い
た

だ
き
、
是
非
と
も
、
私
ど
も
の

努
力
を
後
押
し
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

私
ど
も
の
地
元
に
目
を
向
け

ま
す
と
、
中
国
横
断
自
動
車
道

岡
山
米
子
線
に
お
け
る
賀
陽

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
北
房
ジ

ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
間
、
蒜
山
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
米
子
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
で
、
今
な
お

２
車
線
区
間
が
残
っ
て
お
り
ま

す
。中

央
分
離
帯
の
な
い
２
車
線

は
、
正
面
衝
突
等
の
重
大
事
故

発
生
の
危
険
性
が
非
常
に
高

流
業
に
携
わ
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
度

は
、
日
頃
か
ら
物
流

を
通
じ
て
地
域
の
経

済
や
暮
ら
し
に
関
わ

っ
て
い
る
立
場
か
ら

お
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

私
ど
も
は
、
岡
山

県
を
中
心
拠
点
と
し
て
物
流
業

を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
道
路

を
利
用
し
て
お
客
様
の
荷
物
を

お
届
け
す
る
物
流
業
に
と
っ

て
、
高
速
道
路
や
地
域
高
規
格

道
路
と
い
っ
た
広
域
交
通
網
の

整
備
や
一
般
道
路
の
改
良
な

ど
、
道
路
整
備
の
促
進
は
、
業

本
日
は
貴
重
な
意
見
発
表
の

場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。私

は
、
岡
山
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
会
長
と
し
て
利
用
者
会
議
に

名
を
連
ね
て
お
り
、
長
年
、
物

ワ
ー
ク
の
構
築
も
課
題
と
な
る
。

道
路
は
そ
の
地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
生
活

を
支
え
、
産
業
振
興
に
不
可
欠
な
社
会
基
盤

で
あ
り
、
地
方
創
生
に
向
け
て
地
域
の
創
意

工
夫
を
活
か
す
た
め
の
基
盤
と
な
る
も
の
で

あ
る
。
道
路
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
地
域
は

安
心
し
て
暮
ら
し
、
人
を
呼
び
込
み
、
経
済

を
活
性
化
さ
せ
て
雇
用
を
増
や
す
と
い
っ
た

取
組
を
進
め
る
上
で
大
変
不
利
な
状
況
下
に

あ
る
。
地
方
創
生
は
国
の
施
策
で
あ
る
と
と

も
に
地
域
間
の
競
争
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

毎
年
度
、
必
要
な
予
算
を
確
保
し
た
上
で
、

早
期
に
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
完
成
さ

せ
る
と
と
も
に
、
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
一
体
と
な
っ
て
地
域
の
交
流
・
連
携
の
強

化
に
資
す
る
道
路
の
整
備
促
進
が
求
め
ら
れ

る
。

域
に
活
力
を
も
た
ら
す
、
地
方
創
生
を
進
め

る
た
め
の
重
要
な
社
会
基
盤
と
な
る
。

し
か
し
、
全
国
の
高
速
道
路
網
の
整
備
状

況
を
見
る
と
未
だ
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
が
存

在
す
る
な
ど
、
基
礎
的
な
社
会
基
盤
整
備
に

地
域
間
格
差
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
早
期
整

備
は
地
元
住
民
の
悲
願
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
人
口
減
少
下
に
お
い
て
住
民
へ
の

生
活
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
提
供
す
る
た
め

に
は
複
数
の
市
町
村
が
機
能
分
担
し
、
高
次

・
救
急
医
療
や
消
防
な
ど
の
施
設
を
共
同
利

用
す
る
と
い
っ
た
地
域
連
携
も
必
要
と
な
っ

て
く
る
が
、
そ
の
た
め
の
広
域
的
な
ネ
ッ
ト

大
き
く
影
響
し
て
お
り
、
ま
た
、
東
京
圏
か

ら
地
方
へ
の
移
住
は
、
若
い
世
代
に
は
仕
事

が
移
住
先
を
決
め
る
上
で
重
要
な
要
素
と
な

る
。
地
方
都
市
に
と
っ
て
地
方
創
生
の
た
め

に
は
雇
用
の
創
出
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る

が
、
最
近
で
は
大
都
市
圏
環
状
道
路
の
整
備

が
進
み
、
沿
線
自
治
体
で
は
企
業
誘
致
に
力

を
入
れ
、
ま
た
、
企
業
側
は
地
価
が
安
く
交

通
の
利
便
性
が
向
上
し
た
地
方
都
市
に
進
出

先
を
求
め
、
そ
の
結
果
、
当
該
地
域
で
は
新

た
な
雇
用
が
生
ま
れ
、
経
済
が
活
性
化
し
、

税
収
も
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
。
高
速
道
路

は
そ
の
沿
線
に
産
業
や
雇
用
を
創
出
し
、
地

急
速
な
少
子
高
齢
化
と
人
口
減

少
の
進
展
に
伴
い
、
地
方
都
市
で

は
財
政
運
営
が
益
々
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
ふ

る
さ
と
納
税
が
熱
を
帯
び
始
め
、
そ
の
額
は

今
後
も
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
取
り
組
み
次
第
で
は
新
た
な
財
源
に
な

る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
始
め
て
い
る
。

一
方
、
地
方
都
市
で
は
東
京
へ
の
一
極
集

中
を
是
正
し
、
地
方
の
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
、
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
に
基
づ

き
、
雇
用
の
創
出
、
地
方
移
住
の
推
進
、
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
の
支
援
、
地
域
連
携
な

ど
を
柱
と
し
た
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
を
定
め
各
種
施
策
を
展
開
し
て
い

る
。東

京
圏
へ
の
人
口
流
出
は
、
雇
用
情
勢
が

山
口
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長

島
根
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長

沖縄県土木建築部長

広
島
県
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会
議
長

岡
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ラ
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長全
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会
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長
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